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■小学生が「バケツイネ」に挑戦しています。
　種もみから発芽させた苗をバケツで育て、収穫まで行う「バケツイネ」作りに、潮来市内の小学５年生全
員が取り組んでおり、収穫量をコンテストする「全国バケツイネ選手権」に挑戦しています。
　「バケツイネ」とは、イネを容器内で育て、イネ作りを身近に体験できることから、学校教育でも取り入
れているところもあり、一粒の種もみから何粒に増やせるかを競います。５年生は社会科授業で稲作につい
て学ぶことから今回の参加となりました。
　「イネ」は、学校給食で食べている潮来産コシヒカリの特別栽培米『潮来あやめちゃん』。大切に育てたバ
ケツイネが、収穫の秋に多くの穂が実った時、驚きと嬉しさに満ち溢れた児童の表情が、今から楽しみです。
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平成26年度の目標及びその達成に向けた活動計画

議案審査の状況を公表します。議案審査の状況を公表します。
農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

1月 2月 3月 4月 5月 6月

農地法第 3条
（農地のままでの権利の移転）

8件 10件 6件 1件 1件 1件

農地法第 4条（自己転用） 2件 1件

農地法第 5条
（権利の移転を伴う転用）

2件 1件 3件 2件 3件 2件

利用権の設定
（農業経営基盤強化促進法による）

30件 24件 31件 23件 5件 6件

農地の現況確認証明 1件

その他 1件 3件 1件 1件 2件

　農林水産省からの「農業委員会の適正な実務実施について」の通知に基づき、下記の計

画が決定されました。

ⅰ　法令事務 （遊休農地に関する措置）

ⅱ　促進事務等

１ 認定農業者等担い手の育成及び確保

２ 担い手への利用集積

３ 違反転用への適正な対応

現　状
管内の農地面積（A） 遊休農地面積（B） 割合（B/A × 100）

2,210ha 72.2ha 3.26%

目　標 遊休農地の解消面積　3ha

現　状

農家数 1,126 戸 認定農業者 特定農業法人 特定農業団体

うち主業農家 111 戸
50 経営体 0法人 0団体

農業生産法人 0法人

目　標
認定農業者 特定農業法人 特定農業団体

2経営 0法人 0団体

現　状
管内の農地面積 これまでの集積面積 集積率

2,210ha 549ha 24.84%

目　標 集積面積　　　20ha

現　状
管内の農地面積（A） 違反転用面積（B） 割合（B/A × 100）

2,210ha 0.3ha 0.01%

目　標 違反転用の解消面積　　　0.3ha

農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。

　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１８日
　総　会　日　　　毎月２５日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

農業委員会総会日程農業委員会総会日程
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利用権の設定について
　農業委員会では、農用地を有効利用するために賃借の手続きを行っています。農地法の許可
手続きが不要で、貸した農地は期限が来れば必ず返却され、継続も出来ます。借り手は経営規
模の拡大が図れるほかに、要件を満たせば奨励金が交付されます。是非ご利用ください。

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

農
地
部
会　

高　

橋　

慶　

治

　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
に
か
け
て
、
北
海
道
に
お
い
て
視
察
研
修

す
る
機
会
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
視
察

先
は
「
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
」
で
、
担
当
の
佐
々

木
さ
ん
に
は
大
変
詳
し
く
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

８
つ
の
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
Ｊ
Ａ
よ
う

て
い
は
、
札
幌
市
か
ら
車
で
約
二
時
間
の
距
離

に
あ
り
、
主
要
都
市
に
比
較
的
近
い
場
所
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
今
回
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
場
所
は
、
ニ
セ
コ
町
に
新
設
さ
れ
た
『
雪
利

用
米
穀
貯
蔵
庫
』
で
、
平
成
二
十
五
年
十
月

に
完
成
し
た
低
温
貯
蔵
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
二
十
四
年
度
農
山
漁
村

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
に
よ

り
、
貯
蔵
施
設
の
『
雪
利
用
米
穀
貯
蔵
庫
』
と

し
て
完
成
し
、
ニ
セ
コ
地
域
特
有
の
豪
雪
を
活

か
し
た
温
度
制
御
シ
ス
テ
ム
を
有
し
た
、
エ
コ

で
ク
リ
ー
ン
な
貯
蔵
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
雪
氷
熱
、
自
然
環
境
を
利
用
し
た
貯
蔵
庫

施
設
で
、
安
全
・
安
心
な
良
食
味
米
「
よ
う
て

い
米
」
を
供
給
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

求
め
ら
れ
る
「
よ
う
て
い
米
」
産
地
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貯
蔵
庫
の
温
度
制
御
シ
ス
テ
ム
は
大

変
優
れ
て
い
て
、
貯
蔵
庫
の
中
で
、
雪
は
氷

水
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
冷
水
ピ
ッ
ト
内
に

設
置
さ
れ
た
冷
水
循
環
ポ
ン
プ
に
よ
り
冷
水

を
汲
み
上
げ
、
貯
蔵
庫
内
の
熱
交
換
機
（
冷

房
機
）
に
送
水
さ
れ
、
貯
蔵
庫
内
空
気
と
雪

解
け
水
（
冷
水
）
と
の
熱
交
換
に
よ
り
、
貯

蔵
庫
内
を
冷
房
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
事

務
所
エ
リ
ア
も
冷
房
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
玄
米
を
貯
蔵
す
る
際
、
冷
媒
温
度
（
冷

水
）
と
貯
蔵
庫
内
温
度
（
十
度
Ｃ
）
と
の
温
度

差
が
、
従
来
の
電
気
冷
房
機
と
比
べ
て
小
さ
い

た
め
、
除
湿
量
が
少
な
く
な
り
、
加
湿
も
最

小
限
で
す
み
、
玄
米
貯
蔵
に
最
適
な
温
湿
度

環
境
が
得
ら
れ
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

潮
来
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

雪
利
用
に
よ
る
低
温
貯
蔵
庫
施
設
の
設
置

は
現
実
的
に
は
不
可
能
に
近
い
状
況
で
は

あ
る
も
の
の
、
エ
コ
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
貯
蔵
施
設
は
、
と

て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
農
業
委
員
と
し

て
も
、
一
人
の
農
業
者
と
し
て
も
、
と
て
も

良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
更
に

見
聞
を
広
め
、
潮
来
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
施
設
、
施
策
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
農
業

委
員
と
し
て
勉
強
を
積
み
重
ね
、
潮
来
市
の

農
業
行
政
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う
、
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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☆
☆
☆

①

※

②

③

◆ ◆



潮来農委だより （6）平成 26 年８月 1日

　全国農業新聞は、農業総合専門紙です。「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいように解説的
にまとめられています。
　全国４７都道府県にある支局の県版・地方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や、
地域独自のイベント情報などの提供も行っています。
　農業情報が満載　「全国農業新聞」で、一歩進んだ農業経営と豊かな家庭を！
　　　　　　　　発行日 / 毎週金曜日　 購読料 / 月 600 円　
　　　　　　　　お申し込みは、農業委員会へどうぞ（☎ 63-1111、内線 271・272）

◆ 全 国 農 業 新 聞 ◆

農地中間管理事業について農地中間管理事業について
　茨城県農林振興公社では、平成26年 4月1日に茨城県から農地中間管理機構の指定を受け、今後、
農地中間管理事業を本格的に実施していきます。
　この事業は、経営規模縮小・離農・経営転換などにより、農地を貸したい『出し手農家』から
農地中間管理機構（茨城県農林振興公社）が農地を借入れ、公募に応募し公表された『受け手農家』
に、まとまった農地を貸し付けるものです。
■機構で借り受ける農地
　・農業振興地域内にある農地等であること。
　・再生不能と判断される遊休農地など著しく利用困難でないもの。
　・当該農地の存する地域に十分な借受希望者が確認できること。
　・貸付希望農地の賃借料が適切であると判断されること。
　・その他、農用地の利用の効率化及び高度化に資すると見込まれるものであること。
　※ 機構の借受期間は、原則 10 年以上です。
　※ 機構借受期間中、2年間を経過しても借受希望者が見つからない場合は、出し手に返還さ
れます。
■メリット措置
　農地中間管理機構への出し手に対する支援 （機構集積協力金）

要　　件 単　　　価

地域集積協力金

地域における話し合い（人・農
地プラン）により、地域で機構
にまとまった農地を貸し付けた
場合、当該地域に対し支払われ
る。

※農地中間機構への貸付は、原
　則10年以上です。

地域内の農地面積中、機構への貸付割合による。

経営転換協力金

[ 交付対象者 ]
機構に農地を 10年以上貸付し、
且つ受け手に貸し付けられるこ
と。

①経営転換する農業者
②リタイアする農業者
③農地の相続人

単価は機構への貸付面積による。

耕作者集積協力金

機構の借受農地に隣接する農地
又は面的集積要件を満たす原則
2筆以上の農地（交付対象農地）
の機構への貸し付けに協力した
農業者。

単価は次のとおり。

貸付割合 Ｈ26～ 27 H28～ 29 H30
２～５割 2.0万円/10a 1.5万円/10a 1.0万円/10a
５～８割 2.8万円/10a 2.1万円/10a 1.4万円/10a
８割超 3.6万円/10a 2.7万円/10a 1.8万円/10a

貸付面積 単　価
0.5ha 以下 30万円/戸

0.5 ～ 2.0ha以下 50万円/戸
2.0ha 超 70万円/戸

Ｈ26～ 27 H28～ 29 H30
2.0万円/10a 1.0万円/10a 0.5万円/10a

　なお、農地中間管理事業の要件など詳細については、茨城県農林振興公社（農地中間管理機構）、潮来市
農政課へ御相談ください。
■問合せ先
　・公益社団法人　茨城県農林振興公社（農地中間管理機構）　　  TEL：029-239-7131
　・潮来市農政課　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　TEL：0299-63-1111

地
域
に
対
す
る
支
援
個
々
の
出
し
手
に
対
す
る
支
援
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１　

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

　

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る

「
斑
点
米
」
は
、
コ
メ
の
品
質
低

下
の
主
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
は
、
水
稲
の

出
穂
と
同
時
に
水
田
に
進
入
し

て
、
穂
を
加
害
し
ま
す
。

　

潮
来
市
で
は
、
従
来
、
大
型
の

カ
メ
ム
シ
類
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
近
年
、
小
型
の
カ
ス
ミ
カ

メ
類
の
発
生
が
増
加
し
て
い
ま
す

（
写
真
1　

図
1
）。
薬
剤
に
よ
る

防
除
は
、
活
動
が
カ
メ
ム
シ
類
の

活
動
が
活
発
な
、
気
温
が
低
い
時

間
帯
（
早
朝
か
夕
方
）
が
効
果
的

で
す
。
防
除
適
期
は
、
出
穂
期
と

乳
熟
期
で
す
。
ま
た
、
１
．
８
５

ミ
リ
目
以
上
の
大
き
な
網
目
で
適

正
に
調
製
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
多
く
を
除
去
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

２　

粒
張
り
不
足
・
未
熟
粒

　

本
県
産
米
は
、
粒
張
り
不
足
、

未
熟
粒
の
混
入
（
青
が
多
い
）
が

指
摘
さ
れ
、
品
質
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
適
正
な
水
管
理

　

あ
き
た
こ
ま
ち
は
出
穂
後
25
日

ま
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
出
穂
後
30

日
ま
で
、「
間
断
か
ん
が
い
」
が

必
要
で
す
。
田
面
が
乾
き
過
ぎ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
走
り
水
を
す
る

な
ど
し
て
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

●
適
期
収
穫

　

収
穫
適
期
は
、
緑
色
を
帯
び
た

籾
の
割
合
（
青
味
も
み
率
）
が

10
％
か
ら
で
す
（
図
2
）。
収
穫

適
期
は
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
出
穂

後
35
日
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
40
日

が
目
安
で
す
。
早
刈
り
は
「
青
味

も
み
」
に
よ
る
品
質
の
低
下
・
収

量
低
下
に
な
り
、
刈
り
遅
れ
は
、

「
胴
割
れ
」「
ひ
び
割
れ
粒
」
の
発

生
に
よ
り
、品
質
が
低
下
し
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
行
方
地
域

　

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２ 

― 

０
２
５
６

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
稲
品
質
向
上
の
た
め
に

水
稲
品
質
向
上
の
た
め
に

 

（
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
対
策
と
後
期
水
管
理
・
適
期
収
穫
）

写真１　カスミカメ類写真１　カスミカメ類
　　左：アカヒゲホソミドリカスミカメ左：アカヒゲホソミドリカスミカメ
　右：アカスジカスミカメ　右：アカスジカスミカメ

⬆ 図１　県内のカメムシ類発生状況

⬇ 図２　青味もみと完熟もみ

完熟もみ　　青味もみ　　　帯緑色
                                       籾部分

農地の無断転用
　許可を受けずに農地を転用した場合、農地法に違反することとなります。
　農地法第４条・第５条に違反し、無断転用をした者は、３年以下の懲役又は３００万円以下の罰金に
処することとされています （農地法第64条）。
　法人の場合は、１億円以下の罰金刑に処することとされています （農地法第67条）。
　農地を農地以外にするときは、農業委員会へご相談ください。

平
成
25
年
の
本
田
す
く
い
と
り
調

査
に
お
け
る
カ
メ
ム
シ
主
要
種
の

割
合
：
茨
城
県
病
害
虫
防
除
所
調

査
よ
り
）

カメムシ防除の補助金について
補助単価 ： １０００円/10ａ（上限）
補助対象者 ： ①潮来市に住民登録がある

農業者
　　　　　   ②生産調整達成者
　申請方法など、詳しくは下記までお問
い合わせください。
 ■潮来市農政課　
　　（TEL 63-1111、内線 264～ 266）



潮来農委だより （8）平成 26 年８月 1日

　５月１１日と６月９日に農業委員により
耕作放棄地解消作業が行われ１０aの畑が再
生されました。昨年と合わせて２０aの耕作
放棄地が解消されました。
　解消地１０aに６月２０日にサツマイモの
苗を植えました。秋には、市内の小学生によ
る「イモ掘り体験学習」を予定しています。
残りの１０aには１０月に景観形成作物（菜
花）を播く予定です。

 耕作放棄地解消事業に、 耕作放棄地解消事業に、今年も取り組みました。今年も取り組みました。
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６
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農
業
委
員
会
会
長
大
会（
東
京
都
）

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
理
事
会

耕
作
放
棄
地
解
消
作
業（
イ
モ
苗
植
え
準
備
）

耕
作
放
棄
地
解
消
作
業（
抜
根・
整
地
）

潮
来
市
農
業
再
生
協
議
会
総
会

茨
城
県
知
事
・県
議
会
議
長
等
に
対
す
る
要
請
活
動

常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

農
地
部
会・広
報
委
員
会

耕
作
放
棄
地
解
消
作
業（
イ
モ
苗
植
え
）

行
方
地
域
農
業
改
良
推
進
協
議
会
通
常
総
会

６
月
定
例
総
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会
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進
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総
会

（
行
方
市
）
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城
農
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改
革
推
進
大
会（
水
戸
市
）

緊
急
農
業
委
員
会
会
長・
事
務
局
長
会
議（
水
戸
市
）

農
地
部
会・広
報
委
員
会

７
月
定
例
総
会・研
修
会（
農
業
者
年
金
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
前
期
分
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
前
期
分
）

　

暑
い
夏
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
等
、
熱
中
症
対
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
？

　

夏
に
な
る
度
、「
今
年
は
何
を
植
え
よ
う
か
」
と
考

え
る
の
も
、
夏
を
乗
り
切
る
一
つ
の
楽
し
み
方
だ
と
思

い
ま
す
。
朝
顔
、
ヘ
チ
マ
に
始
ま
っ
て
、
最
近
は
ゴ
ー

ヤ
を
植
え
て
い
る
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
先
日
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
見
か

け
て
、
心
が
弾
み
ま
し
た
。
新
し
い
も
の
に
工
夫
を
こ

ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
春
夏
秋
冬
で
夏
が
長
く
な
っ
て
い
る
近
年
、
い
ろ

い
ろ
な
楽
し
み
方
を
満
喫
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
も
五
月
に
、
潮
来
市
内
の
小
学
五

年
生
全
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
『
全
国
バ
ケ
ツ
稲
選
手

権
』
の
種
ま
き
祭
に
、
参
加
し
ま
し
た
。
一
粒
の
種
も

み
を
何
粒
に
増
や
せ
る
か
を
競
う
も
の
で
、
五
年
生
は

社
会
科
で
稲
作
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
今
回
の
参
加

が
決
ま
り
ま
し
た
。
六
月
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
耕

作
放
棄
地
解
消
事
業
の
一
環
と
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
事
業
も
、
夏
本
番
の

猛
暑
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
豊
作
は
望
め
ま
せ
ん
の

で
、
我
々
も
作
物
も
、
こ
の
暑
さ
に
適
応
し
て
、
実
り

の
秋
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
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